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作詞者 木村英一さん

★主な学歴・職歴

・国立茨城大学卒業

・秩父郡市内の小・中学校の教諭

・横瀬町立横瀬小学校 教頭

・日高市立武蔵台小学校長、秩父市立高篠小学校長、秩父市立

花の木小学校長を経て、小鹿野町立小鹿野小学校長にて定

年退職

※その他、秩父市教育委員会や埼玉県教育局秩父教育事務所

など教育行政で活躍

★制作に込めた想いや工夫
小鹿野町は、西に両神山、東に武甲山が見える自然環境

豊かなところです。そこにある小学校で、友だちと切磋琢

磨して学び、若鮎のように元気に育ってほしいと思います。

やがて、そこでつかんだ夢を大海（世界・社会）で実現し

ていってほしいと願っています。

制作に当たっては、町内の小学校全五校（小鹿野・長若・

三田川・両神・倉尾）の歴史やよさを継承していくという意

味も込めて、各小学校校歌の歌詞の一部をそれぞれ取り入

れました。

作曲者 豊田麻理奈さん

★主な学歴・職歴

・東京藝術大学声楽科卒業

・東宝映画「さよなら渓谷」、篠山紀信氏制作動画等の映像作品

に、ソロヴォーカリストとして参加

・ミュージカル「ひめゆり」や「秋川雅史と日本の未来を担う若

手演奏家とのコンサート」等に出演

・2021年、ＣＤ｢母から子へ伝えたい･日本のうた｣をリリース

・演奏・舞台活動の他、シュールベルクドレミ会音楽教室（長若）

にて後進の指導にも当たっている

★制作に込めた想いや工夫
作曲にあたり一番に頭に浮かんだのは、統合前の四校校歌か

らモチーフを取り、盛り込むことでした。

子どもたちの希望「明るく爽やかな曲調」を基本とし、｢校歌ら

しさ｣と｢時代に即した新しさ｣の両立を目指しました。

母校の先輩であり、多数の校歌を作曲された群馬大学の

西田直嗣教授より心得とアドバイスを賜りました。

心より感謝申し上げます。

皆様に末永く愛していただけることを願って

皆様に末永く愛 おります。

ます。




